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高分子材料へレーザー光を照射すると炭素等の導電性材料等へと改質可能であり、フレキシブ

ルデバイスに資する手法として注目されている。我々は、フェムト秒レーザーパルスをポリジメ

チルシロキサン (PDMS) 表面に集光照射することで導電性物質に改質できることを明らかにし

た 1。これまでに本手法を用いて作製した導電性構造の材料解析、並びにフレキシブルデバイスへ

の応用を検討してきた。PDMS の表面に繰り返し周波数 63 MHz にてフェムト秒レーザーパルス

を集光照射すると黒色構造へと改質可能であり(Fig. 1 (a)) 2、ラマン分光法により作製構造の解析

を行ったところグラフェン特有の D、G、2Dバンドが確認された。すなわち、レーザー改質によ

るグラフェンの生成が示した。また、透過型電子顕微鏡 (TEM) を用いて観察したところ、作製構

造はナノ寸法の結晶性シリコンカーバイド (β-SiC)および多層の炭素構造によって構成されてい

ることを確認した (Fig. 1 (b))。同手法により作製した構造をひずみセンサに応用したところ、構

構造の屈曲に伴い抵抗値が著しく増大し。可視化したモーションセンシングを実験実証すること

でフレキシブルデバイスへの応用を示した (Fig. 1 (c)) 3。発表ではこれまでの研究を述べるととも

に、直近の実験研究により得られた導電性の著しい向上とウェアラブルヘルスモニターへの応用

についても報告する。 

 

Fig.1 (a) Digital microscope image of formed black structure by a single scan of femtosecond laser pulses. (b) Typical TEM 

image showing the existence of a SiC nanocrystal and multilayer graphitic carbon. (c) Fabricated strain sensor showing a 

change in LED brightness due to bending of finger joint.  
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